


















































































ロ 0 1 、 I図2今田（吹上高等学校テニスコート）遺跡出土土器実測図(S=1/4)
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〒
か. 17と18は，肥後地方の黒髪式系の壷と推測される．
19は， 口唇部の中央に窪みが認められ凹線状を呈する特
徴から，北部九州中期後半の須玖式やその影響を受けた壺
とみられ，全体にミガキが施される．
資料の主体をなす弥生時代前期の甕形土器は，高橋貝塚
出土土器に代表される九州南部の弥生前期に特徴的な形態
を呈しており，いずれも刻目突帯文土器の系譜をたどるこ
とができるものである．甕の口縁部突帯の形状は，断面三
角形を呈するものが多く，刻みも浅いことから，前期後半
から末葉の高橋Ⅱ式の特徴を示すと考えられる．完形に近
い4と10は， 口縁部と胴上部に二条突帯をめぐらし，浅
い刻みを施す．外面は全体的にナデによる仕上げが確認で
きるが，外面下半部はミガキによる仕上げが認められる点
が特徴的である． 4は外面にススの付着がみられ，内面に
も底部付近にコゲが付着する. 10は，大部分が石膏で下
半部が復元されており，下半部の器壁の計測はできていな
い．蕊の破片は，口縁部付近が残存した資料を図示してお
り．外面はナデで仕上げられるものが多いが， 7ではハケ
メが確認できる．
蕊以外の器種をみると, 13は鉢で，反転復元し図化し
た． 口縁部は断面三角形で浅い刻みを施し，外面および内
面は全体にミガキで調整されている．高橋Ⅱ式に相当する
と考えられる．壺は，謡に比べると数が少なく，高橋I式
あるいは高橋Ⅱ式に相当するものは， 16の底部破片とみ
られる．壷の14と15は頚部と胴部の境付近に突帯がめぐ
り, 14は断面三角形の突帯で，浅い刻みを施す. 15は，
断面方形の突帯で，刻みはみられない． 14は中期前半の
入来I式, 15は中期前半から中葉の入来IあるいはⅡ式
3． まとめ
本稿では，本施設で収蔵されている今田遺跡出土土器の
報告を行った．一部縄文土器も含まれるが，土器の主体を
なすのは弥生時代前期後半から末葉の高橋Ⅱ式で，壷は前
期後半から中期後半の時期幅を示している．完形に近い甕
2点は，高橋貝塚出土土器と並び当該地域の弥生時代前期
土器の基準となりうる貴重な資料と評価できよう． また壷
には肥後地方の黒髪式や北部九州の影響を示すものも含ま
れ，交流の一端をうかがうことができる．石器等本稿では
図化できなかった資料も一部残されているため，整理作業
を進め，今田遺跡の全容に少しでも迫るよう努めたい．
なお，本稿での遺物の図化に際しては，吹上高等学校テ
ニスコートから遺物が発見された当時の社会研究部顧問で
あった上村俊雄氏（鹿児島国際大学前教授）に承諾をいた
だいた．遺物の写真撮影では，大西智和氏（鹿児島国際大
学国際文化学部）にご協力いただいた．末筆ながらお礼申
し上げます．
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図4今田遺跡出土土器写真（主要なものを抽出）
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